





























































A Safty Analysis for Hospitals on Medical Corporation in 2010 Fiscal Year
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一般病院 ケアミックス型病院 療養型病院 精神科病院
自己資本比率 （％） 32.2 35.3 48.6 49.8
固定長期適合率 （％） 83.2 114.2 77.0 73.6
借入金比率 （％） 38.9 46.7 41.8 44.0
償還期間 （年） 12.3 10.8 7.7 6.4
流動比率 （％） 336.3 413.8 504.0 595.7
1床当たり固定資産額 （千円） 12,410 8,143 6,553 5,140



























































































































る。一般では 2006年 27.4％，2007年 37.5％，
2008年 28.8％，2009年 31.0％，2010年 32.2％と
増加／減少／増加／増加の傾向にある。ケアミッ
クスでは 2006年 26.5％，2007年 34.1％，2008年
35.3％，2009年 38.5％，2010年 35.3％と増加／
増加／増加／減少傾向にある。療養型では，2006
年 50.2％，2007年 41.2％，2008年 44.9％，2009
年 47.0％，2010年 48.6％で減少／増加／増加／
増加の傾向にある。精神科では，2006年 1.1％，


















































2007年 37.2％，2008年 37.1％，2009年 37.7％，
2010年 38.9％と減少／減少／増加／増加の傾向
にある。ケアミックスでは 2006年 46.1％，2007
年 50.6％，2008年 47.1％，2009年 46.8％，2010
年 46.7％と増加／減少／増加／減少傾向にある。
療養型では，2006年 0.3％，2007年 56.5％，2008
年 62.7％，2009年 42.3％，2010年 41.8％で増加
／増加／減少／減少の傾向にある。精神科では，



































































































なわち，一般では 2006年 3.4％・2007年 7.1％・






















ち，一般では 2006年 247.7％・2007年 349.5％・




























































































































































2013年 2月 4 日　受稿
2013年 2月 12日　受理
　ただし，長期的な安全性にかかわっては，必ず
しも一様ではない。とりわけ，ケアミックスにつ
いては一般，療養型，精神科の 3形態に比べて比
率的にはあきらかに差異がある。ケアミックスの
特質などを検討する必要がある。
　さて，企業を分析する第一の目線は，収益性で
あることに疑いのないことであろう。病院の場合
はどうか。たしかに，赤字（損失）続きで病院が
存続していくはずがない。事実であり，赤字続き
で病院事業を継続できない組織体も数多い。
　しかし，病院経営のよしあしは，「病院の安定
力（そのチカラ），健全さの能力」にあるように
思われる。資金提供者も医療を受ける人も「あの
病院がいつまでも安定的に医療を供給してくれる
こと」を望んでいるはずである。決して，「もう
ける能力」ではないように思う。
　医療提供者（病院）が「安全性」を軸に経営し
ていくことができているかどうか。医療政策（厚
生労働行政施策）が考慮する一つの大きな問題で
85
